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　　　大泉町看護職員永年勤続表彰要綱 

 

　（趣旨） 

第１条　この要綱は、町内の医療機関において保健師、助産師、看護師及び准看護

師として従事している者（以下「看護職員」という。）であって、多年にわたり

職務に精励し、他の模範であるものを表彰することに関し、必要な事項を定める

ものとする。 

　（定義） 

第２条　この要綱において「医療機関」とは、医療法（昭和２３年法律第２０５

号）第１条の５に規定する病院及び診療所をいう。 

　（表彰の種類及び基準） 

第３条　この要綱による表彰の種類及び基準は、次の表に定めるとおりとする。 

種類 基準

勤続５年表彰 医療機関に勤務した期間が、通算して５年以上

勤続１０年表彰 医療機関に勤務した期間が、通算して１０年以上

勤続２０年表彰 医療機関に勤務した期間が、通算して２０年以上

勤続３０年表彰 医療機関に勤務した期間が、通算して３０年以上

　（表彰の対象者） 

第４条　この要綱による表彰の対象者は、表彰を受けようとする年の４月１日(以

下「基準日」という。)から引き続き町内の医療機関に勤務する看護職員であっ

て、次に掲げる要件を満たすものとする。 

　(１)　前条の表の左欄に掲げる表彰の種類の区分に応じ、同表の右欄に定める基準

を満たしていること。 

　(２)　基準日の１年前の日から引き続き住民基本台帳法(昭和４２年法律第８１号)

に基づく本町の住民基本台帳に記録されていること。 

　(３)　町税(大泉町町税条例(昭和３２年大泉町条例第３８号)第３条に規定する町

税をいう。)を滞納していないこと。 
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　(４)　勤務に精励し、他の看護職員の模範であること。 

　（勤務期間の計算） 

第５条　第３条の医療機関に勤務した期間の計算は、当該年度の４月１日を基準と

して、町長が別に定める方法により行うものとする。 

　（表彰対象者の推薦） 

第６条　町内の医療機関の長は、当該医療機関に勤務する看護職員に第４条各号に

掲げる要件を満たす者があるときは、大泉町看護職員永年勤続表彰推薦書（別記

様式）に当該推薦に係る看護職員の町税等調査閲覧同意書又は住民票の写し及び

町税の納税証明書を添えて町長に推薦するものとする。 

　（表彰の方法） 

第７条　この要綱による表彰は、表彰状及び記念品を授与して行うものとする。 

　（その他） 

第８条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

 

　　　附　則 

 　（施行期日）

１　この要綱は、令和８年４月１日から施行する。 

 　（要綱の失効）

２　この要綱は、令和１１年３月３１日限り、その効力を失う。


